
も く じ

「『
郷
に
入
っ
て
は
郷
に
従
え
』
と
い
う
意
味
で
あ

る
な
ら
ば
、『
日
本
人
フ
ァ
ー
ス
ト
』
と
い
う
の
も

お
か
し
く
な
い
の
で
は
な
い
か
？
」。
そ
ん
な
指
摘
を

受
け
て
、「
な
る
ほ
ど
」
と
思
っ
た
。
移
住
者
が
都

会
の
論
理
を
ふ
り
か
ざ
し
て
農
山
村
で
勝
手
放
題
し

て
し
ま
う
の
が
ア
ウ
ト
で
あ
る
の
と
同
様
、
外
国
人

が
長
い
年
月
を
通
じ
て
育
ま
れ
て
き
た
日
本
の
文
化

や
ル
ー
ル
を
な
い
が
し
ろ
に
し
て
生
活
を
送
る
の
は

好
ま
し
く
な
い
。「
日
本
人
フ
ァ
ー
ス
ト
」
の
内
実

が
「
日
本
人
オ
ン
リ
ー
」
で
は
な
く
、
そ
の
よ
う
な

意
味
だ
と
す
れ
ば
、
確
か
に
十
分
傾
聴
に
値
す
る
。

た
だ
、そ
の
よ
う
に
受
け
止
め
た
う
え
で
、同
時
に

受
け
入
れ
側
に
も
三
つ
の
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
た
。

第
1
に
、「
知
る
こ
と
」
で
あ
る
。
知
っ
て
い
る

人
の
ピ
ア
ノ
の
音
だ
と
「
今
日
も
元
気
に
し
て
い
る

の
だ
な
」
と
う
れ
し
く
な
る
の
に
、
知
ら
な
い
人
の

ピ
ア
ノ
の
音
は
う
る
さ
く
感
じ
る
の
だ
と
い
う
。「
知

ら
な
い
」
と
い
う
こ
と
は
苛
立
ち
や
不
安
に
つ
な

が
っ
て
し
ま
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
ま
ず
は
外
国
人
住

民
の
こ
と
を
「
知
る
」
必
要
が
あ
る
。

第
2
に
、「
人
で
は
な
く
、
時
で
見
る
こ
と
」
で

あ
る
。「
中
国
人
」
と
か
「
ベ
ト
ナ
ム
人
」
と
い
っ

た
「
～
人
（
じ
ん
）」
と
い
う
括
り
で
人
の
性
格
・

行
動
の
傾
向
を
判
断
す
べ
き
で
な
い
の
は
当
然
の
こ

と
と
し
て
、
個
人
に
着
目
し
て
「
こ
の
人
は
～
だ
」

と
い
っ
た
具
合
に
「
人
（
ひ
と
）」
で
決
め
つ
け
る

こ
と
も
、
で
き
る
だ
け
避
け
た
方
が
良
い
。
た
と
え

ば
、
正
義
感
の
強
い
人
は
、
状
態
の
良
い
時
に
は
、

自
ら
が
苦
境
に
陥
る
リ
ス
ク
を
厭
わ
ず
、「
世
の
た

め
、
人
の
た
め
」
の
行
動
を
と
れ
る
が
、
状
態
が
良

く
な
い
と
、「
他
者
の
誤
り
や
不
公
平
と
感
じ
る
こ

と
を
攻
撃
し
、他
者
か
ら
の
批
判
は
受
け
容
れ
な
い
」

と
い
っ
た
自
分
本
位
な
行
動
を
と
り
や
す
く
な
っ
て

し
ま
う
。
同
じ
「
人
（
ひ
と
）」
で
あ
っ
て
も
、「
時
」

に
よ
っ
て
と
り
う
る
行
動
は
異
な
る
。だ
か
ら
こ
そ
、

「
時
」
を
意
識
し
て
、
外
国
人
住
民
に
と
っ
て
「
良

い
状
況
」
を
意
識
的
に
つ
く
り
だ
す
こ
と
が
大
事
な

の
で
あ
る
。「
悪
い
状
況
」
に
追
い
込
ん
で
は
い
け

な
い
。

第
3
に
、「
評
価
基
準
を
柔
軟
に
切
り
替
え
る
こ

と
」
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
一
流
の
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
の
演
奏
に
拍
手
を
送
る
が
、
技
術
的
に
未
熟
で
も

懸
命
に
が
ん
ば
る
子
ど
も
た
ち
の
演
奏
に
も
拍
手
を

送
る
。
評
価
基
準
は
相
手
に
応
じ
て
切
り
替
え
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
外
国
人
住
民
と
向
き
合
う

際
に
も
そ
の
よ
う
な
評
価
基
準
の
柔
軟
な
切
り
替
え

が
求
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、「
寛
容
」
で
な
け
れ
ば
、

そ
れ
は
で
き
な
い
。

当
た
り
前
だ
が
、
外
国
人
住
民
だ
け
で
な
く
、
受

け
入
れ
側
に
も
努
力
が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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篠栗九大の森（福岡県篠
ささ

栗
ぐり

町
まち

）

写真キャプション
篠栗九大の森は、九州大学福岡演習林
の西端にあり、篠栗町と大学が共同で
整備、管理を行う。森の中心にある蒲
田池には、秋になると羽のような葉が落
ちる様子からその名のついた「落羽松（ら
くうしょう）」の群生地があり、水面から
木々が立ち上がる幻想的な風景が広が
る。池の周りには、約２kmの遊歩道が
整備され、森の力で心と体を整える、
森林セラピーのコースにもなっている。

「
日
本
人
フ
ァ
ー
ス
ト
」
再
考

―
外
国
人
住
民
と
の
向
き
合
い
方

九
州
大
学
大
学
院
法
学
研
究
院
教
授

嶋し
ま

田だ

 

暁あ
き

文ふ
み

活

動

活

動

政

策

情

報

情

報

随

想

前
行
政
委
員
会
委
員
が
「
情
報
通
信
・
地
方
行
政
・
郵
便
分
野
の�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
確
保
に
関
す
る
会
合
」
に
出
席
�
⑵

「
地
域
農
政
未
来
塾
」
を
開
講
（
第
10
期
生
）�

　

ー
地
域
の
課
題
に
自
ら
気
づ
き
、
考
え
、
提
案
す
る
職
員
を
養
成
ー
�
���������








⑶

進
む
！
大
学
と
自
治
体
と
の
連
携
～
ふ
る
さ
と
ミ
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イ
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総
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グ
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自
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に
学
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を
知
る
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山
形
県
小
国
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長　
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洋
一
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⑿
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本
会
合
は
、
米
国
の
ア
ン
ソ
ロ
ピ
ッ
ク

社
が
公
表
し
た
「
ク
ロ
ー
ド
ミ
ュ
ト
ス
」

な
ど
、
高
性
能
Ａ
Ｉ
が
サ
イ
バ
ー
攻
撃
に

悪
用
さ
れ
る
危
険
性
が
劇
的
に
高
ま
っ
て

い
る
現
状
を
踏
ま
え
、
総
務
省
が
所
管
す

る
情
報
通
信
・
地
方
行
政
・
郵
便
分
野
を

対
象
に
、
注
意
喚
起
と
と
も
に
対
策
強
化

の
要
請
を
行
う
た
め
開
催
さ
れ
た
も
の
。

冒
頭
、林
芳
正
総
務
大
臣
は
、急
速
に
変

化
す
る
現
状
を
受
け
、
政
府
で
対
策
パ
ッ

ケ
ー
ジ
を
策
定
し
た
こ
と
を
紹
介
し
た
。

会
議
で
は
、
①
経
営
層
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
の
も
と
で
の
対
策
、
②
基
本
的
な

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
確
実
な

実
施
及
び
さ
ら
な
る
対
策
の
強
化
、
③
高

性
能
Ａ
Ｉ
に
よ
り
高
速
化
す
る
脆
弱
性
発

見
、
修
正
等
へ
の
対
応
―
に
つ
い
て
、
具

体
的
な
説
明
が
あ
っ
た
。

最
後
に
、
林
大
臣
か
ら
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ

の
内
容
を
踏
ま
え
、
し
っ
か
り
と
サ
イ

バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
に
取
り
組
み
、

今
後
も
情
報
共
有
し
な
が
ら
、
連
携
を
密

に
し
て
い
き
た
い
と
の
挨
拶
が
あ
り
、
閉

会
し
た
。

前ま
え

哲て
つ

雄お

行
政
委
員
会
委
員
（
石
川
県
川
北
町
長
）
は
令
和
8
年
5
月
21
日
、

「
情
報
通
信
・
地
方
行
政
・
郵
便
分
野
の
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
確
保
に

関
す
る
会
合
」
に
出
席
し
た
。

地
方
三
団
体
か
ら
は
、
本
会
の
前
行
政
委
員
会
委
員
の
ほ
か
、
全
国
知
事

会
の
熊
谷
俊
人
デ
ジ
タ
ル
社
会
推
進
本
部
幹
事
長
（
千
葉
県
知
事
）、
全
国

市
長
会
の
中
野
正
康
相
談
役
（
愛
知
県
一
宮
市
長
）
ら
が
出
席
し
た
。

そ
の
他
、
情
報
通
信
分
野
お
よ
び
郵
便
分
野
の
民
間
事
業
者
・
団
体
の
代

表
者
が
出
席
し
た
。

前前
まえまえ

行政委員会委員が「情報通信・地方行政・行政委員会委員が「情報通信・地方行政・

郵便分野のサイバーセキュリティ確保に郵便分野のサイバーセキュリティ確保に

関する会合」に出席関する会合」に出席

▲前行政委員会委員（WEB出席）
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地
域
農
政
未
来
塾
は
、
農
業
・
農
村
を
取

り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
中
、

地
域
の
実
情
と
課
題
を
把
握
し
、
将
来
を
展

望
し
た
農
政
を
提
案
、
実
行
で
き
る
職
員
を

養
成
す
る
こ
と
を
目
的
に
平
成
28
年
度
か
ら

開
講
し
て
い
る
。
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
形
式
に
よ
る

少
人
数
の
受
講
形
態
を
採
用
す
る
ほ
か
、
食

料
・
農
業
・
農
村
問
題
を
は
じ
め
、
地
域
づ

く
り
や
自
治
体
行
政
等
、
各
界
を
代
表
す
る

20
名
超
の
講
師
陣
を
迎
え
、
実
技
・
実
践
を

含
め
充
実
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
る
。

塾
長
を
石
井
勇
人
宮
城
大
学
特
任
教
授
が

務
め
、
ゼ
ミ
を
担
当
す
る
主
任
講
師
を
小
田

切
徳
美
明
治
大
学
教
授
、
榊
田
み
ど
り
白
梅

学
園
大
学
客
員
教
授
、
荘
林
幹
太
郎
総
合
地

球
環
境
学
研
究
所
プ
ロ
グ
ラ
ム
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
、
中
嶋
康
博
日
本
栄
養
大
学
教
授
（
五

十
音
順
）
の
４
名
が
務
め
る
。

塾
生
は
、
全
国
の
町
村
役
場
に
勤
務
す
る

職
員
を
対
象
に
募
集
し
、
選
考
を
経
て
決
定

し
た
14
名
。
受
講
を
通
し
た
交
流
に
よ
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
も
期
待
さ
れ
る
。

開
講
式
で
は
、
は
じ
め
に
全
国
町
村
会
の

横
田
真
二
事
務
総
長
が
挨
拶
に
立
ち
、「
皆

さ
ん
に
は
、
地
域
へ
の
熱
い
気
持
ち
を
持
ち

続
け
な
が
ら
、日
本
の
未
来
に
も
つ
な
が
る
地

域
づ
く
り
に
挑
戦
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期

待
し
て
い
る
。塾
生
同
士
が
研
鑽
を
重
ね
、こ

の
塾
で
築
い
た
互
い
の
絆
が
、
こ
の
先
の
皆

さ
ん
の
人
生
の
大
き
な
力
と
な
る
よ
う
、
私

た
ち
は
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
」と
述
べ
た
。

次
に
、
石
井
塾
長
か
ら
挨
拶
が
あ
り
、「
皆

さ
ん
に
は
こ
の
塾
で
、
解
答
（w

hat

）
そ

の
も
の
で
は
な
く
解
法
（how

）
を
学
ぶ

こ
と
、
幅
広
く
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
る
こ

と
、
シ
ス
テ
ム
的
な
発
想
を
持
っ
て
複
眼
的

に
物
事
を
見
る
こ
と
を
身
に
付
け
て
い
た
だ

き
た
い
。
そ
し
て
自
分
を
送
り
出
し
て
く
れ

た
町
村
の
人
た
ち
へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
、
塾

で
学
ん
だ
こ
と
を
都
度
職
場
で
共
有
し
、
町

村
へ
還
元
し
て
い
た
だ
き
た
い
」と
述
べ
た
。

来
賓
と
し
て
臨
席
し
た
渡
邊
毅
農
林
水
産

事
務
次
官
か
ら
は
、「
農
山
漁
村
の
発
展
に

は
、
農
林
水
産
業
だ
け
で
は
な
く
、
全
産
業

の
連
携
が
重
要
で
あ
る
。
皆
さ
ん
に
は
、
一

流
の
講
師
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
こ
の
貴

　

全
国
町
村
会
（
会
長
・
棚
野
孝
夫
北
海
道
白
糠
町
長
）
は
、
５
月
22
日
、
町
村

の
農
政
や
地
域
づ
く
り
の
担
当
職
員
を
対
象
と
し
た
「
地
域
農
政
未
来
塾
」
の
開

講
式
を
全
国
町
村
会
館
（
東
京
都
千
代
田
区
）
に
て
開
催
し
た
。

　

10
期
目
と
な
る
今
回
は
14
名
の
町
村
職
員
を
塾
生
に
迎
え
、２
０
２
７
年
２
月
ま

で
計
７
回
の
講
座
を
開
く
ほ
か
、ゼ
ミ
ご
と
に
行
う
現
地
調
査
等
を
通
じ
て
、地
域

の
課
題
に
対
応
し
た
農
業
・
農
村
政
策
を
実
践
で
き
る
担
当
者
の
養
成
を
め
ざ
す
。

「
地
域
農
政
未
来
塾
」
を
開
講
（
第

「
地
域
農
政
未
来
塾
」
を
開
講
（
第
1010
期
生
）

期
生
）

　
　
ー
地
域
の
課
題
に
自
ら
気
づ
き
、
考
え
、
提
案
す
る
職
員
を
養
成
ー

　
　
ー
地
域
の
課
題
に
自
ら
気
づ
き
、
考
え
、
提
案
す
る
職
員
を
養
成
ー

▲石井地域農政未来塾長

▲横田事務総長
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重
な
機
会
を
活
用
し
、
地
域
産
業
の
連
携
を

進
め
る
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
し
て
、
第
一
線
で

ご
活
躍
い
た
だ
く
こ
と
を
心
か
ら
期
待
し
て

い
る
」
と
述
べ
た
。

続
い
て
、
皆
川
芳
嗣
地
域
農
政
未
来
塾
運

営
委
員
長
（
一
般
社
団
法
人
日
本
農
福
連
携

協
会
会
長
理
事
）
お
よ
び
4
名
の
主
任
講
師

の
紹
介
が
行
わ
れ
た
後
、
塾
生
を
代
表
し
て

山
形
県
小
国
町
の
菅
野
綾
子
氏
が
挨
拶
に
立

ち
、「
本
町
で
は
、
農
業
者
の
高
齢
化
や
担

い
手
不
足
に
加
え
、
物
価
高
に
よ
る
生
産
コ

ス
ト
の
上
昇
や
、
安
定
し
た
販
売
経
路
の
確

保
な
ど
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
農
業
農
村

の
課
題
は
、そ
の
地
域
ご
と
に
多
様
で
あ
り
、

同
じ
課
題
を
抱
え
て
い
て
も
、
地
域
の
特
性

に
応
じ
た
さ
ま
ざ
ま
な
解
決
方
法
が
必
要
と

な
り
、
そ
の
解
決
の
た
め
に
は
、
農
政
分
野

だ
け
で
は
な
く
、ま
ち
づ
く
り
や
移
住
支
援
、

福
祉
、
観
光
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
と
の
横

断
的
な
連
携
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
地
域
農
政
未
来
塾
と
い
う
貴
重
な
機
会

を
通
じ
て
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
支
援
や

各
分
野
と
の
連
携
の
あ
り
方
を
学
び
、
地
域

の
諸
課
題
解
決
に
向
け
、
塾
生
同
士
助
け
合

い
な
が
ら
、
自
ら
考
え
、
提
案
し
、
行
動
で

き
る
職
員
を
め
ざ
し
て
取
り
組
む
」
と
決
意

を
述
べ
、
開
講
式
は
閉
会
し
た
。

▲皆川運営委員長

▲主任講師：右から小田切氏・榊田氏・荘林氏・中嶋氏 ▲塾生代表　菅野氏
（山形県小国町）

▲地域農政未来塾第10期生（後列）と塾長、運営委員長、主任講師、来賓、事務総長

▲渡邊農林水産事務次官
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ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
支
援
も
対
象

ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
支
援
も
対
象

対
策
の
四
つ
の
柱
の
う
ち
、「
コ
ロ
ナ

禍
に
お
い
て
物
価
高
騰
等
に
直
面
す
る
生

活
困
窮
者
等
へ
の
支
援
」
の
一
環
と
し
て

盛
り
込
ま
れ
た
の
が
、
コ
ロ
ナ
対
応
の
た

め
の
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
拡
充
だ
。

21
年
度
補
正
予
算
で
計
上
し
た
画
を
作
成

し
、原
則
と
し
て
７
月
29
日
ま
で
に
提
出
。

こ
れ
を
踏
ま
え
、
国
が
各
自
治
体
の
交
付

限
度
額
の
範
囲
内
で
配
分
額
を
決
定
す

る
。国

の
第

国
の
第
３３
期
「
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
」

期
「
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
」

の
策
定

の
策
定

原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対
応
分
と
し
て

措
置
し
た
臨
時
交
付
金
１
兆
円
の
う
ち
、

各
自
治
体
に
は
８
０
０
０
億
円
が
先
行
配

分
さ
れ
る
。
21
年
度
補
正
の
地
方
単
独
事

業
分
の
留
保
分
２
０
０
０
億
円
と
、
22
年

度
予
備
費
で
措
置
し
た
８
０
０
０
億
円
の

う
ち
６
０
０
０
億
円
を
活
用
す
る
形
と
な

る
予
定
。
こ
の
た
め
、
留
保
分
か
ら
の
２

０
０
０
億
円
は
、
地
方
単
独
事
業
分
と
同

様
の
扱
い
で
、
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対

応
分
以
外
の
事
業
に
も
幅
広
く
活
用
可
能

１１
　
は
じ
め
に

　
は
じ
め
に

総
務
省
は
令
和
七
年
度
か
ら
「
ふ
る
さ

と
ミ
ラ
イ
カ
レ
ッ
ジ
」
と
い
う
自
治
体
と

大
学
等
と
が
連
携
し
た
地
域
課
題
解
決
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
て
い
る
。
本
稿
で

は
本
事
業
の
概
要
や
ね
ら
い
、
ま
た
昨
年

度
展
開
し
た
モ
デ
ル
事
業
の
取
組
な
ど
に

つ
い
て
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

な
お
、
本
稿
に
は
執
筆
者
の
私
見
が
含

ま
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
ご
容
赦
い

た
だ
け
る
と
幸
い
で
あ
る
。

２２
　
背
景
・
概
要
（
資
料

　
背
景
・
概
要
（
資
料
１１
））

ふ
る
さ
と
ミ
ラ
イ
カ
レ
ッ
ジ
は
、
自
治

体
と
大
学
等
の
高
等
教
育
機
関
が
連
携
し

て
地
域
課
題
解
決
を
進
め
る
こ
と
を
支
援

す
る
総
務
省
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
の
進
行
及
び

都
市
部
へ
の
人
口
流
出
に
伴
い
、
地
域
に

お
い
て
は
、
担
い
手
不
足
の
深
刻
化
に
加

え
、
地
域
課
題
の
高
度
化
・
複
雑
化
が
進

展
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
課
題
に
対
応
す

る
た
め
に
は
、
地
域
内
の
人
材
・
資
源
の

活
用
に
と
ど
ま
ら
ず
、
都
市
部
を
は
じ
め

と
す
る
外
部
の
若
者
や
大
学
等
の
専
門
的

知
見
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
都
市
か
ら

地
方
へ
の
人
の
流
れ
を
創
出
・
拡
大
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
中
、
自
治
体
が
大
学
等
と

連
携
し
、
学
生
等
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

を
通
じ
て
地
域
課
題
の
解
決
に
取
り
組
む

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
ふ
る
さ
と
ミ
ラ
イ
カ

レ
ッ
ジ
）
は
、
外
部
の
視
点
や
専
門
性
を

地
域
に
導
入
し
、
関
係
人
口
の
創
出
・
拡

若者の力を活かした魅力的な地域づくりや未来の地域づくり人材の育成を加速させるため、自治体が大学等と連携し、学生のフィールドワー
ク等を受け入れて実施する地域課題解決プロジェクトを支援。

財政措置

分野別に大学等の
人材・知見を検索可能

❷ 受 入 準 備 ❸ 活 動 支 援

・募集に係る各種経費 ・受入準備に要する経費
・プロジェクト計画づくりに要する経費 等

・実施団体内の移動費・宿泊費
・オリエンテーションに要する経費 等
※参加者の飲食費は対象外

●①都道府県 ②三大都市圏外の市町村 ③三大都市圏内の市町村のうち条件不利地域など
を対象に、以下の経費について特別交付税措置（措置率0.5（財政力補正あり））

※対象経費の上限 １団体あたり15,000千円＋5千円×全参加者の延べ滞在日数

❶ 募 集・調 整 ❷ 受 入 準 備 ❸ 活 動 支 援

ふるさとミライカレッジ

プロジェクト実施例意義

②③の対象：1,433市町村

1. 地域の課題を把握 2. 学生のアイデアを出し合う

3. 地元住民の意見を取り入れる 4. 地域にて実践

マッチングウェブサイト（R8.3～）

地 域学  生

大  学

○斬新な視点
（ヨソモノ・ワカモノ）
○学生の熱意と行動力が
地域に大きな刺激を与える

○自身の能力を活かして
地域活性化にチャレンジ
○理想的な暮らし・
ライフスタイルの発見

○問題発見・解決能力の
育成
○地域活性化に貢献

○若者にとって魅力的な地域
づくり
○関係人口の創出

地方自治体

登録は
こ ち ら か ら

▲資料１

進む！大学と自治体との連携進む！大学と自治体との連携
～ふるさとミライカレッジ～～ふるさとミライカレッジ～

総務省地域力創造グループ総務省地域力創造グループ
地域政策課　理事官　鈴木洋平地域政策課　理事官　鈴木洋平

第3363号5　2026年（令和 8年） 6月15日
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大
を
図
る
と
と
も
に
、
若
者
の
力
を
生
か

し
た
魅
力
的
な
地
域
づ
く
り
や
未
来
の
地

域
づ
く
り
人
材
の
育
成
・
還
流
に
つ
な
げ

る
観
点
か
ら
、
推
進
す
る
も
の
で
あ
る
。

３３
　　��
自
治
体
と
大
学
等
と
の
連
携
の

自
治
体
と
大
学
等
と
の
連
携
の

意
義
意
義

自
治
体
と
大
学
等
と
が
連
携
す
る
意
義

に
は
、
大
き
く
以
下
の
４
点
が
あ
る
。

①�

大
学
等
の
専
門
知
識
と
リ
ソ
ー
ス
の
地

域
へ
の
活
用

大
学
等
は
、
専
門
的
な
知
識
や
研
究
能

力
を
持
つ
教
員
や
学
生
を
擁
し
て
い
る
。

自
治
体
は
こ
の
大
学
等
の
強
み
を
地
域
づ

く
り
に
活
用
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
課
題

に
対
し
て
実
証
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
解
決

策
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

②�

関
係
人
口
の
創
出
・
未
来
の
地
域
づ
く

り
人
材
の
育
成

本
事
業
を
通
じ
て
訪
れ
る
大
学
等
の
学

生
の
大
半
が
、
こ
れ
ま
で
当
該
自
治
体
と

は
関
係
の
な
か
っ
た
人
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
人
た
ち
が
新
た
に
関
係
人
口
と
な
る

と
と
も
に
、
地
域
の
現
実
的
な
問
題
に
取

り
組
む
こ
と
で
知
見
を
増
や
し
、
将
来
的

な
地
域
づ
く
り
人
材
に
つ
な
が
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。

③�

大
学
等
と
の
継
続
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
築

大
学
等
と
自
治
体
と
い
う
組
織
ど
う
し

が
結
び
つ
く
こ
と
で
、
時
代
の
変
化
や
担

当
者
の
変
更
等
が
あ
っ
た
と
し
て
も
両
者

の
継
続
的
な
関
係
が
続
い
て
い
く
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。
自
治
体
か
ら
す
る
と
、
募

集
等
の
手
続
を
経
る
こ
と
な
く
、
毎
年
の

よ
う
に
教
授
や
学
生
が
当
該
地
域
を
訪
れ

る
こ
と
と
な
り
、
安
定
的
な
担
い
手
確
保

や
、
地
域
課
題
解
決
に
向
け
た
知
見
の
共

有
、
関
係
人
口
の
創
出
等
を
図
る
こ
と
が

可
能
と
な
る
。

④
地
域
の
魅
力
向
上

大
学
等
と
の
連
携
に
よ
っ
て
、
地
域
の

文
化
や
歴
史
を
活
か
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
進
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
こ
れ
が
地

域
の
魅
力
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
訪
問
者
や
移
住
者
を
増
や

す
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

４４
　
総
務
省
の
取
組
（
資
料

　
総
務
省
の
取
組
（
資
料
２２
））

「
ふ
る
さ
と
ミ
ラ
イ
カ
レ
ッ
ジ
」
の
推

進
に
あ
た
り
、
総
務
省
は
次
の
４
点
の
取

組
を
進
め
て
い
る
。

①�

大
学
等
×
自
治
体
の
オ
ン
ラ
イ
ン
マ
ッ

チ
ン
グ
サ
イ
ト
の
構
築
（
資
料
３
）

大
学
等
と
自
治
体
と
の
連
携
促
進
を
進

め
る
に
は
、
各
々
が
そ
れ
ぞ
れ
の
タ
イ
ミ

ン
グ
で
知
見
や
地
域
ニ
ー
ズ
等
を
共
有
し

合
っ
て
相
互
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
が

望
ま
し
い
。そ
の
動
き
を
促
進
す
る
た
め
、

令
和
８
年
３
月
に
大
学
等
と
自
治
体
の

マ
ッ
チ
ン
グ
サ
イ
ト
を
構
築
し
た
。

本
ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
は
、
対
象
を
自
治
体

と
大
学
等
に
限
定
し
た
登
録
制
の
も
の
と

な
っ
て
い
る
。
自
治
体
側
は
、
大
学
等
と

連
携
し
て
解
決
し
た
い
地
域
課
題
な
ど
に

○ ①モデル事業を15団体程度で実施 ②実地でのマッチングイベント、マッチングウェブサイト運営により自治体と大学等のマッチングを促進
し、全国での取組の機運醸成を図る。

ふるさとミライカレッジ 令和８年度事業内容

● 採択団体：15団体

１ モデル事業
自治体によるプログラム策定、受入体制構築等を支援
定額500万円×15か所程度

２ 自治体と大学等のマッチングの促進
① 自治体と大学等が一堂に会するマッチングイベント等を実施

② 令和７年度に立ち上げたマッチングウェブサイトを運営
オンライン上で新規連携先を探すことのできる環境を整備

● サイト運用開始：令和８年３月
● サイト登録者：取組を希望する自治体・大学等
 

 R8当初予算額案 0.2億円
 R7補正予算額    1.9億円
（R6補正予算額  2.8億円）

令和７年度開催
マッチングイベントの模様
（東京 大手町で開催）

採択自治体 連携大学等

青森県八戸市 早稲田大学、慶應義塾大学、武蔵野大学

岩手県一戸町 明海大学

宮城県名取市 早稲田大学、仙台高等専門学校

新潟県三条市 東洋学園大学、ZEN大学

富山県氷見市 実践女子大学、相模女子大学、富山大学

福井県大野市 関西大学、大阪音楽大学、大手前大学

長野県長和町 女子美術大学、千葉大学

奈良県下北山村 奈良女子大学、奈良教育大学、奈良県立大学

奈良県明日香村 大阪成蹊大学、阪南大学、京都外国語大学、神戸国際大学、
大阪商業大学

岡山県新見市 岡山大学、岡山県立大学、戸板女子短期大学、大阪公立大学

徳島県 徳島大学、摂南大学、安田女子大学

徳島県美波町 大阪大学、神奈川大学、日本大学

熊本県上天草市 津田塾大学、横浜国立大学、北九州市立大学、熊本県立大学

鹿児島県南九州市 相模女子大学、龍谷大学、呉高等専門学校

鹿児島県喜界町 慶應義塾大学

▲資料２
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つ
い
て
、
大
学
等
側
は
、
研
究
内
容
や
地

域
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
実
証
し
て
み
た
い
こ

と
な
ど
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
登
録
を
い

た
だ
く
と
、
お
互
い
が
そ
れ
ら
を
閲
覧
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
よ
り
詳
し
く
聞

き
た
い
場
合
に
は
、
本
ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
を

通
じ
て
連
絡
を
取
り
あ
う
こ
と
も
可
能
な

仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。

本
年
度
も
、
本
ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
が
よ
り

活
用
い
た
だ
き
や
す
い
も
の
と
な
る
よ

う
、
コ
ン
テ
ン
ツ
や
ユ
ー
ザ
ビ
リ
テ
ィ
の

改
善
を
図
っ
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

一
自
治
体
で
複
数
ア
カ
ウ
ン
ト

を
有
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
差
し

支
え
な
い
仕
様
と
し
て
い
る
た

め
、
ご
関
心
を
持
た
れ
た
方
は
、

ま
ず
は
課
室
単
位
な
ど
で
会
員
登

録
を
い
た
だ
き
、
本
ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ

ト
の
各
種
機
能
を
試
し
て
い
た
だ

け
る
と
幸
い
で
あ
る
。

②�

財
政
措
置（
特
別
交
付
税
措
置
）

（
資
料
４
）

対
象
地
域
は
、
①
都
道
府
県
、

②
三
大
都
市
圏
外
の
市
町
村
、
③

三
大
都
市
圏
内
の
市
町
村
の
う
ち

条
件
不
利
地
域
な
ど
に
限
定
は
か

か
る
が
（
地
域
活
性
化
起
業
人
の

活
用
可
能
自
治
体
と
同
一
）、
１

人
あ
た
り
の
学
生
が
お
お
む
ね
14

日
以
上
地
域
に
滞
在
し
て
活
動
す
る
（
ふ

る
さ
と
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
の
要
件
と

同
一
）よ
う
な「
ふ
る
さ
と
ミ
ラ
イ
カ
レ
ッ

ジ
」
の
取
組
を
行
う
場
合
に
は
、
１
５
、

０
０
０
千
円
＋
５
、
０
０
０
円
×
全
参
加

者
の
延
べ
滞
在
日
数
を
対
象
経
費
の
上
限

に
、措
置
率
０
．
５
（
財
政
力
補
正
あ
り
）

の
特
別
交
付
税
措
置
を
講
じ
て
い
る
。

対
象
経
費
に
つ
い
て
は
、
大
学
・
学
生

等
の
募
集
に
係
る
経
費
、
学
生
等
の
受
入

準
備
に
係
る
経
費
、
学
生
等
が
地
域
で
活

動
中
の
移
動
・
宿
泊
・
活
動
経
費
な
ど
幅

広
い
経
費
が
措
置

の
対
象
と
な
る

（
自
治
体
職
員
の

人
件
費
や
飲
食
費

は
対
象
外
）た
め
、

ぜ
ひ
こ
の
特
別
交

付
税
措
置
の
活
用

も
検
討
い
た
だ
き

な
が
ら
、「
ふ
る

さ
と
ミ
ラ
イ
カ

レ
ッ
ジ
」
の
取
組

を
進
め
て
い
た
だ

き
た
い
。

③�

モ
デ
ル
事
業

（
資
料
５
・
６
）

昨
年
度
に
引
き

続
き
、本
年
度
も
、

新
た
に
大
学
等
と

の
連
携
を
始
め
よ

う
と
す
る
自
治
体

等
を
対
象
と
し
た

国
費
に
よ
る
モ
デ

ル
事
業
（
１
自
治
体
あ
た
り
上
限
５
０
０

万
円
×
15
カ
所
）
を
展
開
し
て
い
る
。

昨
年
度
採
択
し
た
モ
デ
ル
事
業
の
中
で

は
、
建
築
を
専
攻
す
る
学
生
た
ち
と
一
緒

に
古
民
家
や
公
共
施
設
の
改
修
を
行
い
地

域
活
性
化
拠
点
を
創
出
す
る
取
組
や
、
工

学
系
研
究
科
の
学
生
と
一
緒
に
事
前
復
興

計
画
の
具
体
化
に
向
け
た
ハ
ー
ド
・
ソ
フ

ト
両
面
の
解
決
策
を
検
討
す
る
取
組
な
ど

が
行
わ
れ
た
。

各
モ
デ
ル
事
業
の
取
組
の
詳
細
、ま
た
、

別
途
行
っ
た
「
先
進
事
例
調
査
」
の
結
果

な
ど
を
総
務
省
ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
に
掲
載
し

て
い
る
た
め
、
ご
関
心
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ

○ 地域課題の解決に取り組みたい自治体と、学生の課題発見・解決能力の育成を目指す大学等をつなぐマッチングウェブサイトを、令和８
年３月12日よりオープンしました。

ふるさとミライカレッジ マッチングサイト

● 本サイトでは、自自治治体体やや大大学学等等がが登登録録することで、そそれれぞぞれれののニニーーズズをを閲閲覧覧・・申申しし込込みみしし、、連連携携ししてて取取りり組組むむパパーートトナナーーをを見見つつけけるるここととががででききまますす。
● 地域の課題解決と人材育成の双方につながる取り組みとして、ぜひ自治体・大学等の皆様にご登録いただき、本サイトをご活用ください。

登録は
こ ち ら か ら

ふるさとミライカレッジ 財政措置の内容（特別交付税措置）
若者の力を活かした魅力的な地域づくりや未来の地域づくり人材の育成の取組を加速化させるため、自治体が、大学等と連携し、
学生のフィールドワーク等を受け入れて実施する地域課題解決プロジェクトに取り組む場合の経費を特別交付税措置

１団体あたり 15,000千円＋5千円×全参加者の延べ滞在日数 （措置率0.5、財政力補正あり）

対象経費の詳細

対象経費の上限

●地方が単独で実施する事業のうち以下の経費が対象
・参加学生等の募集に要する経費
・受入れ準備に要する経費（プロジェクト計画策定費等）
・滞在場所の確保に要する経費（宿泊費等）
・プロジェクトの実施に伴う旅費（交通費、車の借上料等）
・コーディネーター委託費
・プロジェクト実施に係る経費（謝金、会場借上料、事業の実施に必要な施設整備費・備品費・原材料費等）
※ 学生一人につき概ね14日以上フィールドワークを実施する事業に限る
※ 参加者等の飲食に要する経費、事業の実施以外の利用が主となる施設整備費・備品費・原材料費等、
  本事業を実施する上で適当でないと考えられる経費は対象外

対象団体

① 三大都市圏外の市町村
② 三大都市圏内の市町村のうち条件不利地域を有する市町村、定住自立圏に取り組む市町村又は人口減少率が高い市町村
③ 都道府県（上記①又は②の市町村においてフィールドワークを行うものに限る）

▲資料３

▲資料４
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ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

④�

自
治
体
と
大
学
等
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の
促
進

複
数
の
大
学
等
・
自
治
体
が
一
堂
に
会

す
る
マ
ッ
チ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
複
数
回
開

催
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
。
昨
年
11

月
に
東
京
・
大
手
町
で
総
務
省
主
催
と
し

て
は
初
と
な
る
マ
ッ
チ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
た
と
こ
ろ
、
自
治
体
・
大
学
等
と

も
30
を
超
え
る
数
が
集
ま
っ
た
ほ
か
、
地

域
づ
く
り
を
支
援
す
る
民
間
事
業
者
や
関

係
省
庁
、
全
国
メ
デ
ィ
ア
か
ら
の
参
加
も

あ
り
、
途
中
で
募
集
を
締
め
切
っ
た
う
え

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
参
加
ル
ー
ト
を
急
遽
用

意
す
る
な
ど
大
変
好
評
を
博
し
た
。ま
た
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
２
回
、
各
回
５
大
学
と

自
治
体
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
た
が
、
両
回
と
も
20
を
超
え
る
自
治

体
に
参
加
を
い
た
だ
い
た
。

リ
ア
ル
の
イ
ベ
ン
ト
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の

イ
ベ
ン
ト
双
方
と
も
、
そ
の
後
に
具
体
的

な
マ
ッ
チ
ン
グ
に
つ
な
が
っ
た
ケ
ー
ス
を

把
握
し
て
お
り
、
本
年
度
も
引
き
続
き
、

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
自
治
体
×
大
学
等
の

マ
ッ
チ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

５５
　
終
わ
り
に

　
終
わ
り
に

以
上
が「
ふ
る
さ
と
ミ
ラ
イ
カ
レ
ッ
ジ
」

の
概
要
で
あ
る
。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
は
、
文
部

科
学
省
と
も
連
携
し
て
大
学
等
へ
の
働
き

か
け
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
が
、
自
治

体
と
の
新
た
な
連
携
に
前
向
き
な
大
学
等

も
数
多
く
見
ら
れ
て
い
る
。

今
後
、
オ
ン
ラ
イ
ン
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
イ

ト
や
マ
ッ
チ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
等
を
通
じ
、

こ
の
よ
う
な
自
治
体
×
大
学
等
の
連
携
が

加
速
度
的
に
進
み
、
多
く
の
地
域
で
さ
ま

ざ
ま
な
地
域
課
題
解
決
や
関
係
人
口
創

出
、
人
材
育
成
等
が
進
ん
で
い
く
こ
と
を

大
い
に
期
待
し
て
い
る
。

体制図とイメージ

体
制
図

背景・
課題・詳細

プロジェクト
詳細

玉川村では、若者の進学や就職に伴う転出が多く、地域の担い手不
足が加速している。このことにより、産業の衰退や空き家の増加、学校
の統廃合などの様々な地域課題が生じ、地域の活力が低下している。

特徴・
創意工夫

◼ コーディネーター活用による負担軽減。
◼ SNSやチャットツールを活用することで、遠隔地からでも関わり

続けられる仕組みづくり。
◼ 空き家を滞在拠点や地域交流の場として改修し、継続的に

受け入れ可能な環境を整備。

イ
メ
ー
ジ

ふるさとミライカレッジ モデル事業の取り組み概要（福島県玉川村）

【連携する大学等】 玉川大学、【学生の主な活動先】村内の農地、空き家、小学校等
【参加学生人数】 88人、 【期間】 令和7年8月3日～令和8年2月6日（合計24日）

• 人口減少若者の転出による地域の担い手不足に関する課題解決を目的として、玉川大学と連携し、「教育」「地域資源の活用」「農業」を
テーマとした活動を実施することで、子どもたちの郷土愛醸成や関係人口の創出を目指すプロジェクトである。

• 本プロジェクトを通して、「応援し続けたいふるさとづくり」と「ソトの力を活かした循環する地域づくり」を推進する。
• 全7回のフィールドワークを実施し、地域のキーパーソンや地域おこし協力隊等と連携しながら現地活動を行う。学習支援や農業研修、空き

家改修などの実践活動に加え、振り返りや成果報告会を実施し、課題の整理および次年度以降の展開に向けた改善策を構築する。
• 単発的な取り組みとならないよう、大学との包括的な連携体制を強化するとともに、参加学生との連絡体制を維持し、プロジェクト終了後も

地域と関わり続けられる仕組みを構築する。

概要

郷土愛醸成や関係人口創出に向けた取り組み
◼ 教育：小中学生への学習支援、管弦楽団による演奏会を

実施。
◼ 空き家利活用：空き家を滞在拠点・地域交流の場へと改

修。
◼ 農業：村内で農業研修を行い、新たな農業への関わり方や

ふるさと納税返礼品等の開発を実施。

プロジェクトの内容

地域住民

地元企業・地域お
こし協力隊などが
プロジェクトに協力

玉川村

コーディネーター
（地域事業者）

玉川大学
庁内横断的に、
地域事業者も
巻き込んだ体
制構築

プロジェクトご
とに適正な学
生を調整

行程の詳細調
整や事務作業、
現地随行

プロジェクトの詳細検討
学生の当日管理

連携協定

連携

連携

大学
コーディネーター

自治体

その他

体制図とイメージ

体
制
図

背景・
課題・詳細

プロジェクト
詳細

京丹波町では、年間300万人が道の駅に訪れるものの、町内観
光に繋がっていない状況。観光資源は存在するが、情報発信や回
遊設計が不十分で、滞在や消費の拡大に至っていないことが課題。

特徴・
創意工夫

地域NPO・アルムナイと連携し、ファンコミュニティを対象とした実証
事業を展開。チャットツールを用いた官学民のデジタル連携により、
継続的な共創と検証を可能とする観光政策推進モデルを構築。

イ
メ
ー
ジ

京丹波町
全体設計
制度的調整
体制構築

一橋大学

学生派遣
教育的伴走

NPO法人京丹波
イノベーションラボ
学生コーディネー
ト、アイデアの共
創、進行管理等

関係者との
調整業務

委託

連携

連携協定

運営 連携

連携

大学
コーディネーター

自治体

その他

【連携する大学等】一橋大学、【学生の主な活動先】町内観光施設
【参加学生人数】10人、 【期間】令和8年10月18日～令和9年２月5日（合計20日）

概要

CLUB京丹波
京丹波とつながるた
めのファンコミュニティ。
2026年3月時点で
1700名が加入。

京丹波アルムナイ

過去の京丹波プロ
ジェクトに関わった
一橋大学生のコミ
ュニティ

若者の視点を取り入れた観光コンテンツ開発プロジェクト
◼ 町内フィールドワークをおこない、主要観光地の視察・関係者ヒ
アリング、味夢の里インフォメーション業務体験、地域NPO等と
の合同フィールドワークを通じた課題把握の実施

◼ 解決アプローチを検討し、観光アプリ制作・観光動画作成・ホ
テル誘致提案書作成の3つの取組方針の決定

◼ 実装に向け、観光アプリのプロトタイプ制作、観光動画制作、
ホテル誘致提案書作成、地域NPOと連携した冬季観光コンテ
ンツ実証（酒蔵ツアー）の実施

プロジェクトの内容

ふるさとミライカレッジ モデル事業の取り組み概要（京都府京丹波町）

• 町内立地する道の駅「京丹波 味夢の里」に年間300万人が訪れる一方で町内周遊に繋がっていない課題を踏まえ、流入拠点を起点と
した観光導線の再設計と地域内消費拡大、滞在時間延伸を目的とする観光コンテンツ開発プロジェクト

• フィールドワークにより課題は、①認知不足、②回遊設計不足、③滞在不足の3層構造であることが明確になった。

• そのため本事業では、観光アプリ（導線設計）、観光動画（認知拡大）、ホテル誘致検討（滞在促進）を同時並行で推進する三種
類のアプローチを採用。

• 一橋大学生10名による現地視察・ヒアリング・業務体験、地域NPO・高校生・農家・道の駅関係者との合同フィールドワークを通じた観光
資源の再整理、回遊仮説構築、実証を見据えた企画立案および若者共創による実装型政策形成モデルの構築を行う。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

総
務
省
地
域
力
創
造
グ
ル
ー
プ
地
域

政
策
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
３–

５
２
５
３–

５
５
２
３

M
A
IL

：chisei@
soum

u.go.jp

　

休
刊
の
お
知
ら
せ

　
６
月
22
日
付
の
町
村
週
報
に
つ
き
ま
し

て
は
、
休
刊
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

第
３
３
６
４
号
は
６
月
29
日
付
の
発
行

と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
の
程
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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ススキの草原の向こうに海を望む
ことができる景観は日本でも貴重。

全国926町村には、それぞれにその場所ならではの輝く資源があります。
そのまち、そのむらが、今発信したい魅力を紹介していきます。

まちむらの魅力発信！
　
桑
折
町
は
平
成
６
年
か
ら
32
年
連
続
で
皇
室

献
上
品
に
指
定
さ
れ
て
い
る
「
あ
か
つ
き
」
な

ど
の
桃
の
産
地
と
し
て
全
国
的
に
も
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
６
月
下
旬
か
ら
９
月
下
旬
に
か
け
て

の
桃
の
シ
ー
ズ
ン
に
は
町
内
の
直
売
所
に
長
蛇

の
列
が
で
き
る
ほ
ど
の
人
気
で
す
。
さ
ら
に
町

で
は
シ
ー
ズ
ン
以
外
に
も
人
を
呼
び
込
も
う

と
、地
元
の
食
材
を
味
わ
え
る
レ
ス
ト
ラ
ン「
Ｐ

ｉ
ｚ
ｚ
ａ
Ｓ
ｔ
ａ
」
を
２
０
１
８
年
に
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。

　
メ
ニ
ュ
ー
は
地
産
地
消
の
有
名
店
「
ア
ル
・

ケ
ッ
チ
ァ
ー
ノ
」（
山
形
県
鶴
岡
市
）
の
奥
田

政
行
シ
ェ
フ
が
監
修
。
地
元
野
菜
の
ほ
か
、
季

節
ご
と
に
桃
、
り
ん
ご
な
ど
の
果
物
を
使
っ
た

珍
し
い
ピ
ザ
が
楽
し
め
ま
す
。
ほ
か
に
も
、
食

育
と
し
て
の
ピ
ザ
作
り
体
験
、桃
の
収
穫
体
験
、

芝
生
の
庭
で
の
マ
ル
シ
ェ
を
開
催
す
る
な
ど
、

こ
の
町
な
ら
で
は
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
ま

す
。

ピザスタ近くの桃畑は、
春になると桃の花で一面ピンク色に染まる。

地
元
の
農
産
物
を
味
わ
う

ピ
ザ
レ
ス
ト
ラ
ン

食

桑
折
町
の

Ｐ
ｉ
ｚ
ｚ
ａ
Ｓ
ｔ
ａ

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
神
奈
川
県
川
崎

市
か
ら
移
住
し
、
３
年
の
任
期
が
終
わ
っ
た
あ

と
も
継
続
し
て
細
野
高
原
の
利
活
用
と
保
全
に

取
り
組
む
熊
谷
宏
之
さ
ん
。「
初
め
て
山
頂
に

登
っ
た
と
き
の
眺
め
が
素
晴
ら
し
く
て
、
こ
こ

に
移
住
し
よ
う
と
決
め
ま
し
た
」。
注
目
す
べ

き
は
細
野
高
原
が
自
然
そ
の
ま
ま
で
は
な
く
、

町
民
が
年
に
１
度
、
山
焼
き
を
す
る
こ
と
で
数

百
年
に
わ
た
っ
て
維
持
さ
れ
て
き
た
景
観
で
あ

る
こ
と
。「
町
の
人
が
『
自
分
た
ち
の
大
事
な

場
所
と
し
て
残
し
て
い
き
た
い
』
と
考
え
て
い

る
こ
と
を
知
り
、
自
分
も
そ
の
力
に
な
り
た
い

と
思
っ
た
の
で
す
」

　
移
住
し
て
ま
ず
取
り
組
ん
だ
の
が
高
原
に
自

生
す
る
ク
ロ
モ
ジ
を
活
用
し
た「
ク
ロ
モ
ジ
茶
」

の
商
品
化
。「
町
内
の
温
泉
旅
館
や
東
京
の
デ

パ
ー
ト
な
ど
に
置
い
て
も
ら
い
、
細
野
高
原
の

知
名
度
を
高
め
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
」。

今
年
か
ら
始
ま
っ
た
山
焼
き
協
力
隊
に
も
大
き

な
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

若
い
世
代
に
も
人
気

海
を
望
む
ス
ス
キ
の
草
原

景 観

サ
イ
ク
リ
ン
グ
し
な
が
ら

瀬
戸
内
の
島
を
巡
る

景 観　
25
の
離
島
か
ら
な
る
上
島
町
に
は
、弓
削
島
、

佐
島
、
生
名
島
、
岩
城
島
の
４
つ
の
島
を
橋
で

つ
な
ぐ
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
「
ゆ
め
し
ま
海

道
」
が
あ
り
ま
す
。
し
ま
な
み
海
道
の
東
に
位

置
し
、
全
長
６
・
１
㎞
。「
一
つ
ひ
と
つ
の
島

が
小
さ
い
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
島
も
合
わ
せ
て

一
周
で
き
る
の
が
特
徴
で
す
。
信
号
も
ト
ン
ネ

ル
も
な
い
海
沿
い
の
道
を
走
っ
て
い
く
と
、

カ
ー
ブ
を
曲
が
る
ご
と
に
ど
ん
ど
ん
景
色
が
変

わ
り
ま
す
」
と
上
島
町
観
光
戦
略
課
の
増
岡
さ

ん
。
そ
の
景
色
に
魅
せ
ら
れ
て
島
に
宿
泊
し
、

地
元
の
人
と
の
交
流
を
深
め
、
繰
り
返
し
訪
れ

る
人
も
い
る
と
い
い
ま
す
。

　
主
要
港
に
は
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
の
タ
ー
ミ
ナ

ル
が
あ
り
、
好
き
な
車
種
を
選
べ
ま
す
が
、
お

す
す
め
は
坂
道
を
楽
に
登
れ
る
Ｅ‒

Ｂ
Ｉ
Ｋ
Ｅ

（
電
動
ア
シ
ス
ト
機
能
が
付
い
た
ク
ロ
ス
バ
イ

ク
）。
風
を
感
じ
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
と
流
れ

る
島
時
間
を
体
験
で
き
る
と
こ
ろ
が
魅
力
で

す
。

上
島
町
の

　
ゆ
め
し
ま
海
道

上
島
町
の

　
ゆ
め
し
ま
海
道

Vol.8

こ
お
り

ま
ちピ

ザ
ス
タ

か
み

じ
ま

ち
ょ
う

東
伊
豆
町
の

　
　
細
野
高
原

東
伊
豆
町
の

　
　
細
野
高
原

ひ
が
し

い

ず

ち
ょ
う

桑
折
町
の

Ｐ
ｉ
ｚ
ｚ
ａ
Ｓ
ｔ
ａ

岩城島特産のレモンポークの
バーベキューも人気。

ゆ

げ

し
ま

じ
ま

ぎ

い
わ

じ
ま

な

い
き

し
ま

さ

静岡県静岡県
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奉
仕
活
動
に
ポ
イ
ン
ト
付
与　
山
梨
県
小
菅

村
外
在
住
者
を
対
象　
関
係
人
口
の
増
加
や

定
住
者
の
増
加
期
待�
（
山
梨
県
小こ

菅す
げ

村む
ら

）

山
梨
県
小
菅
村
は
２
０
２
６
年
度
か
ら
、
村
外

在
住
者
対
象
の
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
「
１
／
２
こ
す

げ
村
人
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
」
を
活
用
し
、
村
内
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
参
加
者
へ
の
ポ
イ
ン
ト
付
与

を
始
め
る
。
対
象
と
す
る
活
動
は
村
主
催
の
行
事

以
外
に
、
地
域
や
民
間
に
よ
る
も
の
な
ど
幅
広
く

想
定
。
村
民
と
の
交
流
が
深
ま
り
、
担
い
手
不
足

の
一
助
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
、
関
係
人
口
の
増

加
や
定
住
者
の
増
加
に
も
つ
な
げ
た
い
考
え
だ
。

村
源
流
振
興
課
に
よ
る
と
、
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド

は
、
村
内
の
施
設
を
利
用
し
た
り
、
施
設
で
買
い

物
し
た
り
す
る
と
ポ
イ
ン
ト
が
た
ま
り
、
道
の
駅

こ
す
げ
な
ど
村
と
提
携
す
る
施
設
や
商
店
で
利
用

で
き
る
。
利
用
期
限
を
過
ぎ
て
失
効
し
た
ポ
イ
ン

ト
は
村
へ
の
寄
付
と
な
る
。

村
が
利
用
者
に
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
８
割
が
村

内
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
「
関
心
が
あ
る
」

と
回
答
。
要
望
を
踏
ま
え
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
ポ
イ
ン
ト
化
を
計
画
し
た
。
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド

登
録
者
は
４
千
人
に
上
っ
て
い
て
、
村
担
当
者
は

「
村
へ
の
来
訪
を
、
移
住
や
定
住
な
ど
継
続
的
な

関
与
へ
転
換
す
る
仕
組
み
の
構
築
へ
つ
な
げ
た

い
」
と
し
て
い
る
。

今
後
は
登
録
者
に
参
加
可
能
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
情
報
を
メ
ー
ル
や
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
の
ア

プ
リ
で
届
け
る
。
対
象
と
す
る
活
動
は
、
地
域
や

民
間
事
業
者
な
ど
を
対
象
に
説
明
会
を
開
い
て
募

る
。
地
域
の
伝
統
行
事
の
手
伝
い
な
ど
も
対
象
に

し
た
い
考
え
。
夏
頃
に
は
登
録
者
に
具
体
的
な
情

報
提
供
を
始
め
、
秋
に
は
開
始
す
る
予
定
だ
。

国
が
創
設
を
目
指
す
、
居
住
地
以
外
の
地
域
に

継
続
的
に
関
わ
る
人
を
「
ふ
る
さ
と
住
民
」
と
し

て
登
録
す
る
制
度
の
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
実
施
。

全
国
か
ら
応
募
が
あ
り
、
県
内
は
村
の
事
業
が
唯

一
採
択
さ
れ
た
。

村
は
事
業
期
間
を
26
年
度
か
ら
３
年
間
と
し
、

総
事
業
費
は
計
１
５
０
０
万
円
を
見
込
む
。
26
年

度
は
国
か
ら
２
５
０
万
円
が
補
助
さ
れ
る
。

�

（
2026



年
6
月
5
日
・
山
梨
日
日
新
聞
）

村
の
全
電
力
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
「
地
産

地
消
」へ　
高
知
県
北
川
村
、家
庭
や
官
民
施

設
な
ど「
小
水
力
発
電
」活
用　
四
国
電
力
通

じ
２
０
２
７
年
秋
供
給�

（
高
知
県
北き

た

川が
わ

村む
ら

）

高
知
県
北
川
村
が
、
村
内
で
作
っ
た
電
気
で
、

村
内
全
て
の
一
般
家
庭
や
官
民
施
設
な
ど
の
使
用

電
力
を
賄
う
計
画
を
進
め
て
い
る
。
川
の
水
を

使
っ
た
小
水
力
発
電
を
軸
に
、
２
０
２
７
年
秋
か

ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
「
地
産
地
消
」
を
実
現
さ
せ
る
。

四
国
電
力
と
タ
ッ
グ
を
組
ん
だ
全
国
で
も
先
駆
的

な
取
り
組
み
。
火
力
発
電
な
ど
の
燃
料
高
騰
が
進

む
中
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の
新
モ
デ
ル
と
し
て
注

目
さ
れ
そ
う
だ
。

村
は
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
の
地
域
活
性
化
を
目

指
し
、
２
０
１
０
年
度
か
ら
手
法
に
つ
い
て
模
索

を
始
め
た
。
奈
半
利
川
と
支
流
の
豊
富
な
水
資
源

を
生
か
し
た
小
水
力
の
導
入
を
企
画
し
、
19
年
度

に
発
電
に
適
し
た
高
さ
や
傾
斜
が
あ
る
地
域
の
調

査
に
着
手
し
た
。
蛇
谷（
じ
ゃ
だ
に
）、宗
ノ
上（
そ

う
の
う
え
）、
矢
筈
谷
（
や
は
ず
だ
に
）
の
各
河

川
と
、
本
流
に
あ
る
電
源
開
発
（
Ｊ
パ
ワ
ー
）
の

平
鍋
ダ
ム
の
計
４
カ
所
に
発
電
施
設
を
整
備
す
る

計
画
を
22
年
度
に
策
定
し
た
。

村
の
小
水
力
発
電
の
仕
組
み
は
、
川
に
設
け
た

堰
（
せ
き
）
で
取
水
。
低
い
場
所
に
あ
る
発
電
所

に
水
圧
管
路
で
水
を
落
と
し
、
水
車
を
回
し
て
電

気
を
つ
く
る
。
最
大
使
用
水
量
は
、
電
源
開
発
の

長
山
発
電
所
の
毎
秒
40
ト
ン
に
対
し
、
蛇
谷
が
毎

秒
０
・
44
ト
ン
、
宗
ノ
上
が
毎
秒
０
・
24
ト
ン
と

い
う
。

小
水
力
の
発
電
量
は
季
節
や
雨
量
な
ど
で
変
動

す
る
も
の
の
、
日
々
の
天
候
に
左
右
さ
れ
や
す
い

太
陽
光
や
風
力
に
比
べ
、
昼
夜
を
問
わ
ず
安
定
的

に
発
電
で
き
る
。
加
え
て
、
施
設
の
耐
用
年
数
は

50
年
以
上
と
長
い
。
村
担
当
職
員
は
「
ち
ゃ
ん
と

維
持
管
理
し
て
い
け
ば
、
将
来
世
代
も
恩
恵
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
す
る
。

村
人
口
は
１
１
４
５
人
（
５
月
末
現
在
）
で
、

村
内
の
戸
建
て
や
集
合
住
宅
は
計
約
５
５
０
戸
。

年
間
使
用
電
力
は
、
役
場
や
学
校
、
集
会
場
の
ほ

か
、北
川
村
温
泉
ゆ
ず
の
宿
、モ
ネ
の
庭
マ
ル
モ
ッ

タ
ン
、
森
林
組
合
事
務
所
な
ど
の
官
民
施
設
（
約

１
２
０
カ
所
）
を
合
わ
せ
て
約
５
千
メ
ガ
ワ
ッ
ト

時
と
い
う
。

こ
れ
に
対
し
、
小
水
力
４
カ
所
（
出
力
計
７
３

９
キ
ロ
ワ
ッ
ト
）
の
年
間
発
電
量
は
計
約
４
５
０

０
メ
ガ
ワ
ッ
ト
時
を
見
込
ん
で
お
り
、
村
が
設
け

た
太
陽
光
発
電
な
ど
も
合
わ
せ
る
と
、
全
て
の
需

要
を
賄
え
る
計
算
と
な
る
。

発
電
施
設
は
蛇
谷
と
宗
ノ
上
地
区
で
既
に
着
工

し
て
お
り
、
蛇
谷
は
26
年
度
内
、
宗
ノ
上
は
27
年

９
月
に
運
転
開
始
の
予
定
。
こ
の
２
施
設
で
家
庭

使
用
分
（
約
２
５
０
０
メ
ガ
ワ
ッ
ト
時
）
を
発
電

で
き
る
た
め
、
27
年
９
月
に
供
給
を
始
め
る
予
定

と
し
て
い
る
。
矢
筈
谷
と
平
鍋
は
29
年
の
運
転
開

始
を
目
指
す
。

村
に
よ
る
と
、
発
電
所
は
一
般
社
団
法
人
「
北

川
村
振
興
公
社
」
が
運
転
・
管
理
し
、
電
源
開
発

の
技
術
支
援
を
受
け
る
。
発
電
し
た
電
気
は
村
が

四
電
に
全
量
を
販
売
し
、
同
社
が
住
民
や
企
業
な

ど
に
供
給
す
る
。

村
は
、
売
電
利
益
の
一
部
が
住
民
に
還
元
さ
れ

る
よ
う
、
四
電
と
協
議
を
進
め
て
き
た
。
同
社
も

こ
れ
を
受
け
入
れ
て
く
れ
た
そ
う
で
、
上
村
誠
村

長
は
「
物
価
高
騰
の
中
、
い
く
ば
く
か
で
も
安
く

な
れ
ば
村
民
生
活
の
一
助
に
な
る
。
小
水
力
が
村

の
住
み
や
す
い
魅
力
と
な
り
、
村
が
持
続
で
き
る

ひ
と
つ
の
要
素
に
な
る
と
思
う
。
ハ
ウ
ス
や
工
場

な
ど
も
含
め
、
村
全
域
を
再
エ
ネ
で
賄
う
の
が
村

の
目
指
す
と
こ
ろ
。そ
の
大
き
な
階
段
を
上
っ
た
」

と
話
し
て
い
る
。

村
と
四
電
、
同
公
社
は
18
日
に
供
給
方
法
や
電

気
料
金
に
関
す
る
協
定
を
結
ぶ
。
同
日
会
見
を
開

き
、
取
り
組
み
や
契
約
プ
ラ
ン
な
ど
に
つ
い
て
説

明
す
る
と
い
う
。

政
府
は
50
年
ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量

を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る
目
標
を
掲
げ
て
い
る
。
環
境

省
は
、
政
府
目
標
に
先
駆
け
て
30
年
度
ま
で
の
脱

炭
素
化
に
取
り
組
む
「
先
行
地
域
」
を
全
国
で
選

定
し
て
お
り
、
北
川
村
は
23
年
に
選
ば
れ
た
。
事

業
費
の
最
大
４
分
の
３
の
支
援
が
受
け
ら
れ
、
同

村
の
小
水
力
の
総
工
事
費
約
35
億
円
の
う
ち
、
約

25
億
円
は
国
補
助
を
想
定
し
て
い
る
。
県
内
で
は

ほ
か
に
梼
原
町
と
日
高
村
・
須
崎
市
、
黒
潮
町
も

選
定
さ
れ
て
い
る
。

�

（
2026



年
6
月
6
日
・
高
知
新
聞
）

https://47gyosei.jp/

本
コ
ー
ナ
ー
の
記
事
は
施
策
立
案
に

も
役
立
つ
　
「
４７
行
政
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」の

許
諾
を
受
け
て
掲
載
し
て
い
ま
す

町
村

か
わ
ら
版
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2026 年
8 月 6 日 木　13:30－16:45
政策研究大学院大学５階　講義室 M × Zoom 
東京都港区六本木７丁目 22 －１

社会構造変革下における教育政策・
教育インフラをめぐる地方財政

　地方公共団体金融機構（JFM）と国立大学法人政策研究大学院大学（GRIPS）は、人口減少時代等社
会構造変革下における地方財政に関する連携プロジェクトを立ち上げ、我が国の健全な地方行財政運営
に寄与することを目的に取組を進めています。
　令和３年度から７年度まで、教育・人づくりをテーマに、スウェーデン、デンマーク、フランス、ド
イツ及びアメリカとの国際比較や国内の先進事例調査を行い、それらを踏まえた我が国の地方財政の課
題・在り方について検討を行いました。
　本シンポジウムでは、各国の現地調査を行った調査研究委員５名が登壇し、その研究成果について、
我が国の地方自治体における教育行政やその財政運営において参考にすべきこと等を報告します。その
後、教育現場に詳しい有識者を交えて、パネルディスカッションを行います。

１　開会挨拶
　　須藤　明裕（地方公共団体金融機構理事）
２　基調講演
　　「社会構造変革下における教育政策・教育インフラをめぐる地方財政」
　　 伊集　守直（横浜国立大学経済学部教授）
３　研究成果報告　※≪　≫内は調査担当国
　　倉地　真太郎（明治大学政治経済学部准教授）≪デンマーク≫
　　伊集　守直（横浜国立大学経済学部教授）≪スウェーデン≫
　　小西　杏奈（専修大学経済学部准教授）≪フランス≫
　　佐藤　一光（東京経済大学経済学部教授）≪ドイツ≫
　　関口　智（立教大学経済学部教授）≪アメリカ≫
４　パネルディスカッション
　　森中　高史（滋賀県守山市長）
　　青木　栄一（東北大学大学院教育学研究科教授）　
　　関口　智（立教大学経済学部教授）
　　小西　杏奈（専修大学経済学部准教授）　
　　【コーディネーター】伊集　守直（横浜国立大学経済学部教授）
５　閉会挨拶
　　高田　寛文（政策研究大学院大学理事・副学長）

●　シンポジウムの申込みは、以下の URL 又は右の QR コードから
https://e.try-sky.com/jfm/symposium_260806

お問合せ先 ： 地方公共団体金融機構　地方支援部　調査室　
TEL：03-3539-2835　　e-mail：chousa@jfm.go.jp

対　象：地方自治体職員
　　　　地方行財政・
　　　　教育関係研究者等
方　式：ハイブリッド
　　　　（対面× Zoom）
参加費：無料
言　語：日本語

日  時

プログラム 概　要

JFM × GRIPS 連携プロジェクト
～地方自治体の対人社会サービスを支える公共施設の整備・更新・維持の在り方を考えるシンポジウム～

・教育行政、地方財政に興味のある方
・研究関係者
・教育、地方財政を学びたい学生の方 等

ぜひご参加ください！
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は
じ
め
に
、
小
さ
な
国
「
小お

国ぐ
に

町ま
ち

」
を

紹
介
し
ま
す
。

小
国
町
は
、
山
形
県
の
西
南
端
、
新
潟

県
境
に
位
置
し
て
お
り
、
両
県
庁
所
在
地

の
山
形
市
と
新
潟
市
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
約

80
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
あ
り
ま
す
。

総
面
積
は
７
３
７
、
５
６
平
方
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
で
、
東
京
23
区
が
す
っ
ぽ
り
入
る
ほ

ど
の
広
さ
を
有
し
、
県
土
の
約
７
・
９
％

を
占
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
住

民
生
活
の
舞
台
と
な
る
平
地
（
農
用
地
な

ど
を
含
む
）
は
約
４
％
で
、
町
域
の
94
％

以
上
は
森
林
に
覆
わ
れ
て
お
り
、
そ
の

70
％
以
上
は
ブ
ナ
な
ど
広
葉
樹
を
中
心
と

す
る
天
然
林
で
す
。
周
囲
は
、
磐
梯
朝
日

国
立
公
園
に
属
し
、
１
、
０
０
０
～
２
、

０
０
０
メ
ー
ト
ル
級
の
連
山
か
ら
な
る
飯

豊
・
朝
日
連
峰
が
そ
び
え
、
ま
さ
し
く
小

さ
な
国
、小
国
町
を
形
づ
く
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
自
然
環
境
の
中
で
、
冬
は

豪
雪
地
帯
で
あ
る
た
め
、
雪
が
も
た
ら
す

水
資
源
に
着
目
し
た
企
業
が
、
昭
和
12
年

6
月
、
水
力
発
電
所
の
建
設
に
着
手
し
、

昭
和
14
年
2
月
に
は
完
全
運
転
の
体
制
が

確
立
し
ま
し
た
。
そ
の
電
力
を
利
用
す
る

製
造
業
が
立
地
し
た
こ
と
に
よ
り
、
中
山

間
地
域
に
は
珍
し
い
、
第
二
次
産
業
を
中

心
と
す
る
町
と
し
て
発
展
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
現
在
で
は
、
世
界
に
誇
る
最

先
端
の
製
品
を
製
造
す
る
、
ハ
イ
テ
ク
産

業
の
町
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。一

方
で
、自
然
豊
か
な
暮
ら
し
の
中
で
、

そ
の
自
然
か
ら
学
ぶ
こ
と
は
多
々
あ
り
、

ま
ち
づ
く
り
の
展
開
に
お
い
て
も
、
ブ
ナ

の
木
の
木
肌
の
白
さ
と
一
面
の
雪
の
白
さ

か
ら
、
町
全
体
を
「
白
い
森
」
と
呼
び
、

施
策
と
結
び
つ
け
て
多
様
な
取
組
を
進
め

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
私
た
ち
の
「
白
い

森
の
国
お
ぐ
に
」
は
、
今
「
小
国
町
ま
る

ご
と
ブ
ラ
ン
ド
構
想
」
を
推
進
し
積
極
的

な
発
信
に
努
め
て
い
ま
す
。
町
の
財
産
で

あ
る
豊
か
な
自
然
、
そ
の
中
で
育
ま
れ
て

き
た
技
術
と
文
化
。
そ
の
す
べ
て
を
外
か

ら
認
め
て
い
た
だ
き
、
白
い
森
ブ
ラ
ン
ド

と
し
て
確
立
し
て
い
く
夢
を
持
っ
て
い
ま

す
。さ

て
、
山
間
地
に
あ
る
小
国
町
に
は
、

か
つ
て
隣
の
新
潟
県
か
ら
、
た
く
さ
ん
の

海
産
物
を
背
負
っ
た
、「
行
商
の
お
ば
さ

ん
」
が
、
小
国
町
内
の
自
分
の
担
当
地
域

に
、
当
時
の
国
鉄
米
坂
線
に
乗
っ
て
毎
日

の
よ
う
に
や
っ
て
来
ま
し
た
。
時
に
は
天

候
の
急
変
で
、
列
車
が
止
ま
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、そ
の
時
は
臆
す
る
こ
と
な
く
、

定
宿
に
な
っ
て
い
る
お
宅
に
声
を
掛
け
ま

す
。「
こ
ん
ば
ん
、
泊
め
て
下
さ
い
な
」。

そ
う
し
て
、
一
夜
の
宿
を
お
し
ゃ
べ
り
で

楽
し
み
、
翌
日
に
帰
っ
て
い
く
の
が
あ
た

り
ま
え
の
こ
と
で
し
た
。
そ
の
よ
う
な
慣

習
が
あ
っ
た
小
国
町
の
人
は
、
今
で
も
大

変
優
し
く
町
外
の
方
を
受
け
入
れ
て
、
も

て
な
し
て
く
れ
ま
す
。

南
北
に
長
い
小
国
町
の
南
の
地
域
（
南

部
地
区
）
は
、
隣
接
す
る
新
潟
県
関
川
村

と
有
名
な
イ
ギ
リ
ス
の
旅
行
家
イ
ザ
ベ

ラ
・
バ
ー
ド
が
歩
い
た
峠
道
で
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。
一
方
、
北
の
地
域
（
北
部
地

区
）
は
日
本
海
に
面
す
る
新
潟
県
村
上
市

と
結
ぶ
塩
の
道
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て

こ
の
両
地
域
と
小
国
町
は
、
稲
作
を
通
し

て
も
深
い
交
流
が
あ
っ
た
の
で
す
。
豪
雪

地
帯
の
小
国
町
は
、
春
の
融
雪
時
期
が
関

川
村
、
村
上
市
と
比
較
し
て
一
か
月
程
度

遅
く
な
り
ま
す
。
新
潟
県
で
田
植
え
が
終

わ
る
、あ
る
い
は
稲
刈
り
が
終
わ
る
こ
ろ
、

漸
く
小
国
で
田
植
え
が
始
ま
り
、
秋
な
ら

稲
刈
り
が
始
ま
り
ま
す
。
農
繁
期
が
終

わ
っ
た
関
川
村
、
村
上
市
か
ら
は
、
忙
し

い
小
国
町
の
農
作
業
を
手
伝
う
た
め
に
峠

を
越
え
て
、
何
日
か
の
泊
り
で
応
援
に
来

て
く
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
そ
う
し
た
交

流
が
続
く
中
で
、
婚
姻
に
結
び
つ
く
こ
と

も
多
か
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。「
小
さ

な
国
」
で
あ
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
他

地
域
と
の
深
い
つ
な
が
り
も
小
国
町
の
特

徴
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

大
き
な
自
然
に
囲
ま
れ
た
中
で
、
培
わ

れ
た
人
の
優
し
さ
、生
き
る
力
の
逞
し
さ
。

こ
れ
ら
を
土
台
に
、
自
然
に
学
び
、
己
を

知
っ
て
、
白
い
森
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め

て
い
き
ま
す
。
白
い
森
ブ
ラ
ン
ド
の
魅
力

の
一
つ
と
し
て
、
飯
豊
山
麓
に
は
、
体
と

心
を
温
め
る
温
泉
宿
「
飯
豊
温
泉
梅か

い
ら
ぎ

花
皮

荘そ
う

」
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、そ
の
先
に
は
、

飯
豊
連
峰
へ
の
登
山
口
、「
温ぬ

く

身み

平だ
い
ら」

が

あ
り
、
心
身
を
癒
や
し
て
く
れ
る
「
森
林

セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー
ド
」
が
整
備
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
ぜ
ひ
、

自
然
の
学
び
を

実
感
し
に
、
小

国
町
へ
お
い
で

く
だ
さ
い
。
お

待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

自
然
に
学
び
己
を
知
る

仁に

科し
な

　
洋よ

う

一い
ち

山
形
県
小お

国ぐ
に

町
長

小国町の風景
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